




































験的モード分解(EmpiricalMode Decomposition: EM D)と呼ばれる方法を提案した [5J. この EMD















えるのか， という点について注意深く考える必要があるだろう. EMDそのものについても， Huang 
が提案したオリジナルの方法で、は手続き的操作の繰り返しでモデルとは呼べず，また出て来た結果を
客観的に検証する術もない.このような問題についても今後解決すべき課題である.
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